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１．目 的 

将来にわたって計画的・安定的な行財政運営が求められていることから、中期的な財政収

支を推計し、今後の行財政運営や予算編成にあたっての参考とするため、中期財政見通しを

作成します。 

 

 

 

 

２．期 間 

  令和 8年度から令和 12年度までの 5年間  

 

 

 

 

３．対 象 

  一般会計 

 

 

 

 

４．その他 

   市の財政事情は、社会経済情勢の変化や、国の制度改正及び地方財政制度の動向等に大き

く左右されることから、変動する場合があります。 
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５．推計条件 

 今後の財政見通しについては、次の条件に基づいて推計しました。 

区 分 推計条件 

歳 

入 

市税 ・個人市民税は、令和 7年 6月末調定額に、近年の調定額及び納税義務者数の変

動、税制改正及び社会経済情勢等の影響を見込み推計 

・法人市民税は、令和 7年 6月末調定額に、近年の調定額の変動、社会経済情勢

等の影響を見込み推計 

・固定資産税は、令和 7年 6月末調定額に、新築件数、新築軽減の終了、令和 9

年度評価替え等を見込み推計 

地方譲与税・交付金 ・令和 6年度決算額と同額の見込み 

地方交付税 ・普通交付税は、臨時財政対策債を令和 7年度通知額と同額と見込み、基準財政 

収入額の増減や公債費の交付税措置等を見込み推計 

・特別交付税は、令和 6年度決算額と同額の見込み 

国県支出金 ・扶助費に対する支出金は、扶助費の伸び率等により推計 

・普通建設事業費に対する支出金は、過去の実績や事業費の積上げ等により推計 

繰入金 ・財政調整基金等から必要額の繰入れを想定 

・ふるさと応援寄附基金は、積立金と同額の繰入れを想定 

繰越金 ・前年度歳入歳出差引額を計上 

市債 ・普通建設事業費の積上げ等により推計 

・臨時財政対策債は、令和 7年度通知額と同額の見込み 

その他 ・分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、諸収入合計 

・ふるさと応援寄附金は、令和 7年度予算額と同額の見込み 

歳 
出 

人件費 ・令和 6年度決算額を基準に、人事院勧告の影響等を見込み推計 

扶助費 ・過去 3年の伸び率等により推計 

公債費 ・市債の過去の借入実績及び今後の借入見込みにより推計 

物件費 ・過去 2年の特段の事情による臨時的経費等を除いた平均値等により推計 

補助費等 ・過去の実績や一部事務組合等負担金見込み等により推計 

積立金 ・財政調整基金に前年度歳入歳出差引（実質収支）の 2分の 1の積立を想定 

・ふるさと応援寄附基金に寄附額と同額の積立を想定 

繰出金 ・各特別会計への繰出金見込みにより推計 

投資的経費 ・普通建設事業費は、過去の実績及び事業費積上げ等により推計 

・災害復旧事業費は、過去 2年の平均値により推計 

その他 ・維持補修費、投資及び出資金・貸付金の合計 

・維持補修費は、過去 2年の平均値により推計 
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６．今後の財政見通し 

（単位：百万円） 

区 分 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 令和 12 年度 

歳 

入 

市税 8,100 8,210 8,212 8,214 8,216 

地方譲与税・交付金 2,136 2,136 2,136 2,136 2,136 

地方交付税 4,392 4,322 4,308 4,310 4,309 

国県支出金 7,428 7,805 8,424 8,981 9,792 

繰入金 1,706 1,384 2,961 2,661 3,161 

繰越金 891*1 447 495 470 433 

市債 1,520 2,615 1,872 2,314 3,124 

その他 2,045 2,139 2,001 2,001 2,001 

歳入合計① 28,218 29,058 30,410 31,087 33,172 

歳 

出 

人件費 3,604 3,604 3,604 3,604 3,604 

扶助費 7,788 7,920 8,054 8,191 8,329 

公債費 1,861 2,050 2,136 2,166 1,996 

物件費 3,750 3,742 3,748 3,750 4,165 

補助費等 3,511 3,524 3,523 3,518 3,503 

積立金 1,606 1,384 1,409 1,396 1,377 

繰出金 2,289 2,352 2,411 2,473 2,536 

投資的経費 3,018 3,642 4,711 5,212 6,878 

その他 344 344 344 344 344 

歳出合計② 27,772 28,563 29,940 30,654 32,732 

歳入歳出差引（①－②） 447 495 470 433 439*2 

 

 

区 分 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 令和 11 年度 令和 12 年度 

基金 年度末現在高 8,744*3 8,679 8,714 7,197 5,960 4,200*4 

市債 年度末現在高 16,268*5 16,020 16,696 16,570 16,881 18,201*6 

※基金には、0.4%/年の運用益を含みます。 

※基金、市債年度末現在高は、出納閉鎖後（5月末）の現在高を表記しています。 

※表示単位で四捨五入しているため、数値の合計が一致しない場合があります。 

 

 

７．総 括 

  一定の条件の下、今後の財政収支を見通すと、扶助費や投資的経費の増加等により、令和 12

年度の次年度繰越金（＝令和 12年度歳入歳出差引*2）は、令和 7年度の次年度繰越金（＝令和

8年度繰越金*1）より約 5億円減少します。また、令和 12年度の基金現在高*4は令和 7年度*3よ

り約 45億円減少し、市債現在高*6は令和 7年度*5より約 19億円増加する見通しです。 

  健全財政の推進のためには、この見通しを参考に、予算編成の中で財源の確保や歳出の見直

し等、収支改善に取り組む必要があります。 


